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ゲ
ー
ム
が
好
き
な
姉
兄
の
影
響

― 

ゲ
ー
ム
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

　
保
育
園
の
時
に
、
兄
に
勧
め
ら

れ
て
始
め
ま
し
た
。
ポ
ケ
モ
ン
を

始
め
た
の
は
、
小
学
３
年
生
の
時
。

当
時
発
売
さ
れ
た
新
作
の
ポ
ケ
モ

ン
を
兄
と
対
戦
す
る
中
で
、
ど
ん

ど
ん
は
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
自

分
に
は
姉
と
兄
が
い
る
ん
で
す
が
、

２
人
と
も
大
の
ポ
ケ
モ
ン
好
き
で
。

２
人
の
話
に
自
分
も
入
っ
て
い
く

こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
こ
こ

家
族
で
つ
か
ん
だ
世
界
王
者

　

１
９
９
６
年
に
発
売
さ
れ
た
人
気
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
で
、
ア
ニ
メ
や

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
な
ど
も
展
開
さ
れ
る
な
ど
、
今
な
お
世
界
的
な
人
気
を

誇
る「
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー（
以
下
、
ポ
ケ
モ
ン
）」。

　
今
年
８
月
、
世
界
中
の
選
ば
れ
し
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ

る
世
界
大
会「
ポ
ケ
モ
ン
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
ス
」が
日
本

で
初
開
催
さ
れ
、
同
大
会
の
ゲ
ー
ム
部
門
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で
、
日
本
人

初
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
海
老
澤
さ
ん
。

　
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
る
ま
で
の
過
程
や
、
今
後
の
夢
に
つ
い
て

聞
き
ま
し
た
。

世界で戦うには
勝敗を運に任せない

ま
で
ゲ
ー
ム
に
は
ま
っ
て
い
っ
た

の
は
、
姉
と
兄
の
影
響
が
大
き

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

― 

１
日
の
う
ち
ゲ
ー
ム
を
す
る
時

間
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か

　
日
に
よ
り
ま
す
が
、
だ
い
た
い

１
時
間
ほ
ど
で
す
。
ゲ
ー
ム
以
外

の
時
間
は
、
兄
と
話
を
し
た
り
、

お
気
に
入
り
の
Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

の
配
信
を
見
た
り
し
て
ポ
ケ
モ
ン

の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

春日東中学校１年生。
小学１年生から硬式テニス
を習い、中学校ではソフト
テニス部に所属。トレーナー
名（※1）の「S

シ ャ ド ウ

hadow」は兄
の考案。好きなポケモンは、
ミュウ。

プロフィール

 

 

海え

び

さ

わ

老
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さ
ん

ワ
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― 
ポ
ケ
モ
ン
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が

好
き
で
す
か

　
も
ち
ろ
ん
他
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
と

の
対
戦
が
好
き
で
す
。
対
戦
は
相

手
と
の
駆
け
引
き
が
重
要
に
な
っ

て
く
る
の
で
す
が
、
そ
の
駆
け
引

き
が
と
て
も
楽
し
く
て
、
自
分
の

読
み
が
当
た
っ
て
勝
っ
た
と
き
は

う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
そ
れ
と
、
兄
と
一
緒
に
対
戦
の

考
察
を
す
る
こ
と
や
ポ
ケ
モ
ン
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
分
析
す
る
こ
と

が
好
き
で
す
。

　
日
頃
か
ら
兄
と
研
究
し
て
、
そ

れ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
対
戦
で
実
践
す

る
こ
と
で
、
試
合
の
勘
や
分
析
力

が
身
に
付
い
て
、
今
回
の
大
会
に

生
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

― 

兄
弟
で
研
究
し
て
腕
を
磨
い
て

き
た
ん
で
す
ね

　
対
戦
に
勝
利
す
る
上
で
大
事
な

こ
と
の
一
つ
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
メ
ン
バ
ー
構
成
が
あ
り
ま
す
。

ポ
ケ
モ
ン
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
や
技
な
ど
が

あ
り
、
戦
い
方
に
合
わ
せ
た
構
成

が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
実
は
、
今
大
会
で
は
、
兄
が
メ

ン
バ
ー
の
初
期
構
成
を
考
え
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
基
に
、
ネ
ッ

ト
対
戦
で
試
行
錯
誤
を
し
て
い
き

な
が
ら
、
今
回
の
大
会
の
メ
ン

バ
ー
を
選
び
ま
し
た
。

研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
い
っ
た
勝
負
勘

― 

印
象
に
残
っ
て
い
る
対
戦
は
あ

り
ま
す
か

　

予
選
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

（
準
決
勝
）で
同
じ
イ
タ
リ
ア
人
選

手
と
対
戦
し
た
の
で
す
が
、
予
選

で
は
敗
れ
た
そ
の
選
手
に
、
準
決

勝
で
駆
け
引
き
の
末
、
勝
利
し
た

こ
と
で
す
。
敗
れ
た
予
選
の
反
省

か
ら「
相
手
は
深
読
み
を
す
る
傾

向
が
あ
る
か
ら
、
あ
え
て
違
う
手

法
で
戦
っ
て
み
よ
う
」と
、
相
手

の
性
格
や
行
動
を
読
み
切
っ
て
の

勝
利
で
し
た
。

　
決
勝
戦
で
も
相
手
の
二
手
三
手

▲海外メディアから取材を受ける海老澤さん（保護者提供）

▲世界中からプレーヤーが参戦（保護者提供）

先
を
読
ん
だ
行
動
が
的
中
し
て
優

勝
で
き
た
の
で
す
が
、
こ
れ
も
そ

の
前
の
イ
タ
リ
ア
人
選
手
と
の
再

戦
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

― 

大
会
を
終
え
て
気
持
ち
に
変
化

は
あ
り
ま
す
か

　
何
事
に
も
落
ち
着
い
て
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

実
は
、
大
会
の
中
で
、
持
参
し

た
機
材
が
使
え
な
い
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
り
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
方
が

ど
う
に
か
動
く
よ
う
に
し
て
く
れ

て
大
会
に
参
加
で
き
た
の
で
す
が
、

そ
の
影
響
で
開
始
時
間
が
１
時
間

ほ
ど
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
普
段
は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
と

緊
張
し
た
り
焦
っ
た
り
し
て
し
ま

う
の
で
す
が
、
こ
の
時
は
な
ぜ
か

平
気
で
し
た
。
こ
の
大
会
に
出
場

し
た
こ
と
で
、
自
分
が
成
長
で
き

た
部
分
だ
と
思
い
ま
す
。

― 

こ
れ
か
ら
は
追
わ
れ
る
立
場
に

な
り
ま
す
ね

　
今
回
の
優
勝
で
、
ト
レ
ー
ナ
ー

名（
※
１
）の「
Ｓシ

ャ

ド

ウ

ｈ
ａ
ｄ
ｏ
ｗ
」が

知
れ
渡
っ
て
し
ま
い
ま
し
た（
笑
）。

今
後
は
世
界
中
の
対
戦
相
手
が
自

分
を
研
究
し
て
く
る
と
思
い
ま
す

が
、
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。
勝
ち
続
け
る
た
め
に
も
、
運

任
せ
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に
戦

え
ば
勝
利
の
確
率
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
か
を
考
え
て
次
の
対
戦

に
臨
み
た
い
で
す
。

連
覇
を
目
指
し
て

― 

今
後
の
夢
は

　
シ
ニ
ア
の
部
で
優
勝
す
る
こ
と

で
す
。
こ
の
大
会
の
ゲ
ー
ム
部
門

は
、
年
齢
別
に
ジ
ュ
ニ
ア（
12
歳

以
下
）、
シ
ニ
ア（
13
〜
16
歳
）、

マ
ス
タ
ー（
17
歳
以
上
）の
３
部
門

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
自
分
が
今

回
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で
優
勝
し
た
こ

と
で
、
シ
ニ
ア
の
部
の
世
界
大
会

へ
の
出
場
資
格
を
得
た
の
で
、
そ

こ
で
優
勝
し
て
連
覇
し
た
い
で
す
。

※
１　
ゲ
ー
ム
の
中
で
使
用
す
る
名
前

の
こ
と
。

問
い
合
わ
せ
先

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
５

 

１
０
０
４
７
４
７
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依存財源
54.3％

222億7,836万円 

自主財源
45.7％

187億4,897万円 

市税 33.9％
（個人住民税などの税金）

139億557万円

諸収入など 3.1％
12億4,417万円

繰入金・繰越金 6.7％
（前年度からの繰越金や、市の基金を
取り崩して財源としたもの）

27億7,589万円

使用料および手数料など 2％
（市営住宅の家賃、保育料やスポーツ施設の使用料など）

8億2,334万円

個人市民税や固定資産
税などが増えました。
（＋4億2,073万円）

国県支出金 32.1％
（国や県から交付されるお金）

131億9,328万円

地方交付税 12.1％
（全国一律のサービスを提供するため

国から交付されるお金）
49億5,183万円

地方譲与税・交付金 7.7％
（国や県が徴収した税の一部を市に分配するもの）

31億5,395万円

市債 2.4％
（市の借金）
9億7,930万円

子育て世帯への臨時特別給付金給付
事業費国庫補助金などが減りました。

（－25億772万円）

普通交付税など、国の補正予算に
伴う追加交付により増えました。

（＋1億4,159万円）

問い合わせ先　財政課財政担当　☎（584）1111㈹　F（584）1145

令和４年度の市の決算がまとまりましたので、概要をお知らせします。
※人口は令和5年3月３１日時点の人口（11万2,478人）を基準にしています。　※令和4年度は令和4年4月1日～同5年3月31日です。

　歳入は、市税、繰越金および地方交付税などが増えましたが、国庫支出金、市債、寄付金および繰入金などが減り、
全体では29億7,282万円の大幅な減少となりました。
　歳出は、補助費および人件費などが増えましたが、扶助費、普通建設事業費および積立金などが減り、全体では
19億7,628万円の大幅な減少となりました。
　その結果、令和4年度の実質収支額は12億8,458万円の黒字となり、令和5年度に繰り越しました。

※「実質収支額（純黒字額）」は、「差引額」から翌年度に繰り越して使うことが決まっている財源を引いた額です。

区分 令和3年度 令和4年度

歳入額 440億15万円 410億2,733万円

歳出額 415億2,081万円 395億4,454万円

差引額 24億7,934万円 14億8,279万円

実質収支額（純黒字額）※ 22億3,996万円 12億8,458万円

一般会計 市の行政運営の基本的な経費を扱う会計です

令 和 ４ 年 度 決 算

歳入 410億2,733万円（前年度から29億7,282万円減額）

春日市の家計簿
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歳出を目的別にみる

主要な事業 （金額は令和4年度事業費）

その他の経費
41.5％

163億9,000万円

義務的経費
（任意に節減することが難しい経費）

49.3％
195億1,157万円

投資的経費
（将来に残るものへの経費）

9.2％
36億4,297万円 人件費 11.1％

（職員の給与や議員の報酬）
43億9,424万円

公債費 6.8％
（借金の返済）27億486万円

子育て世帯臨時特別給付
金や、住民税非課税世帯
等臨時特別給付金などが
減りました。
（－18億7,524万円）

扶助費 31.4％
（医療費や児童手当、

障がい者への給付、生活保護費など）
124億1,247万円

物件費 14.2％
（施設の維持や光熱水費、事務用品購入など）

56億3,431万円

繰出金 8.9％
（特別会計へ出しているお金）

35億2,031万円

補助費など 11.8％
（団体への補助金など）
46億2,604万円

積立金 5.2％
（預金の積立）
20億4,674万円

子ども応援給付金給付事
業費や新型コロナウイル
ス予防接種事業費などが
増えました。
（+13億6,978万円）

普通建設事業費など 9.2％
（道路や学校の建設費など）

36億4,297万円

その他 1.4％
（その他）5億6,260万円

温水プール管理事業費
や大和市営住宅建替事
業費などが減りました。
（－13億742万円）

　性質別分類では「どのような用途にいくらの経費が支出されたか」が分かります。

　目的別分類では「どのような目的のために経費が支出されたか」が分かります。

◆新型コロナウイルス予防接種事業	 10億5,832万円
◆中学校施設整備事業	 3億9,367万円
◆ふれあい文化センター設備機器等改修事業	 2億1,270万円	

◆電子計算機器等更新事業	 6億6,956万円
◆欽

きんしゅう
修市営住宅建替事業	 3億1,527万円

区分 目的 決算額 対前年度増減額 伸び率 市民１人当た
りの決算額 構成比

民生費 子どもや障がい者、高齢者などの福祉 188億5,952万円 -9億5,218万円 -4.8% 16万7,673円 47.7%

総務費 市の運営、戸籍、選挙など 58億1,776万円 5億7,692万円 11.0% 5万1,724円 14.7%

教育費 小・中学校の運営や、文化・スポーツの振興 38億9,962万円 -9億3,690万円 -19.4% 3万4,670円 9.9%

衛生費 健康づくりやごみ処理、リサイクルなど 35億8,561万円 3億3,882万円 10.4% 3万1,878円 9.1%

土木費 道路や公園など都市基盤の整備 27億8,242万円 -8億6,627万円 -23.7% 2万4,738円 7.0%

公債費 借入金の返済 27億488万円 -7,528万円 -2.7% 2万4,048円 6.8%

消防費 市民の生命を守り、災害を防ぐ 10億3,377万円 1,736万円 1.7% 9,191円 2.6%

商工費 商工業の振興、中小企業の育成 4億486万円 -3,818万円 -8.6% 3,599円 1.0%

議会費 議会の運営など 2億5,901万円 -266万円 -1.0% 2,303円 0.7%

農林水産業費 農業振興など 6,508万円 328万円 5.3% 579円 0.2%

労働費 雇用拡大や失業対策など 3,230万円 226万円 7.5% 287円 0.1%

その他 その他の支出 9,971万円 -4,345万円 -30.4% 886円 0.2%

合計 395億4,454万円 -19億7,628万円 -4.8% 35万1,576円 100.0%

歳出（性質別） 395億4,454万円（前年度から19億7,628万円減額）

春日市の家計簿
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　健康保険や介護保険、下水道事業において必要な経費のうち、一部については一般会計から支出しています。

　例えばごみ処理施設は、どの自治体も必要な施設であるため春日市だけでなく近隣自治体と一緒に運営することで、
建物費用や運営費用を節約しています。春日市が近隣自治体と一緒に運営している一部事務組合などの決算状況は、
下表のとおりです。

団体名 歳入（収入）① 歳出（支出）② 差引額（①‐②） 春日市負担金 市民１人当た
りの負担金額

春日大野城衛生施設組合
（し尿、不燃物の処理など） 6億2,054万円 5億2,720万円 9,334万円 2億329万円 1,808円

春日･大野城･那珂川消防組合
（消防に関する業務など） 26億6,624万円 26億4,353万円 2,271万円 9億6,404万円 8,571円

筑慈苑施設組合
（火葬場の運営など） 2億7,868万円 2億7,251万円 617万円 2,972万円 264円

福岡県自治振興組合
（市町村職員の研修、公文書館の運営
など）

5億6,298万円 5億6,157万円 141万円 48万円 4円

福岡県市町村消防団員等公務災害補
償組合（非常勤消防団員に係る災害補
償に関する事務など）

8,837万円 8,558万円 279万円 77万円 7円

筑紫自治振興組合
（筑紫地区地域活動支援センターつく
しぴあの運営など）

4,719万円 4,453万円 266万円 992万円 88円

福岡都市圏南部環境事業組合
（可燃ごみの処理など） 28億4,267万円 27億7,028万円 7,239万円 3億1,991万円 2,844円

福岡県後期高齢者
医療広域連合

（後期高齢者医療制
度の事務など）

一般会計 3億9,959万円 3億7,443万円 2,516万円 703万円 63円

後期高齢者医療
特別会計 8,236億9,088万円 8,082億2,286万円 154億6,802万円 25億4,317万円 2万2,610円

※上水道事業を行う「春日那珂川水道企業団」の決算状況については、同企業団ウェブサイト（ http://kasuga-nakagawa-suido.or.jp）
で公開されます。

会計区分 歳入（収入）① 歳出（支出）② 差引額（①‐②） 一般会計からの
繰入金

市民１人当た
りの繰入金額

国民健康保険事業特別会計
（国民健康保険の運営のための会計） 103億779万円 101億8,515万円 1億2,264万円 9億7,961万円 8,709円

後期高齢者医療事業特別会計
（後期高齢者医療の運営のための会計） 16億3,720万円 15億6,465万円 7,255万円 3億2,743万円 2,911円

介護保険事業特別会計
（介護保険の運営のための会計） 75億1,643万円 74億3,306万円 8,337万円 11億8,919万円 10,573円

筑紫地区障害支援区分等審査会事業特別会計
（筑紫地区障害支援区分等審査会の運営のための会計） 1,135万円 1,135万円 0円 0円 0円

下水道事業会計
（下水道の管理・
運営のための会計）

収益的収支※1 22億9,666万円 18億6,409万円 4億3,257万円
3億4,164万円 3,038円

資本的収支※2 4億4,427万円 14億7,831万円 -10億3,404万円※3

※1　収益的収支とは、令和4年度の事業に伴い発生した収益と、それに対応する費用のことです。
※2　資本的収支とは、将来の事業に備えて行う建設改良や借入金返済金などの支出と、その財源となる収入のことです。
※3　下水道事業会計の資本的収支の不足分は、内部留保資金で補てんしています。

特別会計など 特定の事業を行うため一般の歳入歳出と区分して処理する会計です

一部事務組合など
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その他の市債残高
臨時財政対策債残高
市債発行額

◆「市債」とは
　市債は、道路や公共施設など、耐用期間の長いも
のを造るために借り入れたお金です。

◆市の市債残高
　温水プールの大規模改修を行うための新たな市債
発行額が減ったことから、市債残高は昨年度から減
少しています。今後も、公共施設の改修工事などが
予定されていますので、引き続き借金をし過ぎない
ようにしなければいけません。

■ 市債発行額と残高の推移（一般会計） ■ 基金残高の推移

　大型公共施設などの更新事業の推進により、今後も借り入れは必要ですが、引き続き可能な限り新規の借り
入れを抑制し、また、自主財源の確保、事務事業の一層の見直し、適正な受益者負担を図ることで、健全な財
政運営に努めます。

◆「基金」とは
　基金は、特定の目的のために資金の積み立て（運
用）などを行う市の預金です。そのうち、財政調整基
金は、予期しない収入の減少や災害などによる突然
の支出に備えるためのものです。

◆市の基金残高
　公共施設の更新や県施行都市計画道路事業のた
めの基金に加え、災害などの突発的な支出に備える
財政調整基金などを積み立てた結果、市の基金が約
17.6億円増加しました。

市債（市の借金） 基金（市の預金）

市債（借金）および基金（預金）の状況

経常収支比率 86.6％ （前年度　84.2％）
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春日市
類似団体

※類似団体とは、全国の市の中で人口と産業構造が類似した団
体を指します。県内では飯塚市、県外では東京都武蔵野市な
どが類似団体になります。

※類似団体の令和4年度数値はまだ公表されていません。

◆「経常収支比率」とは
　毎年の収入に対する、毎年支出が避けられない経
費の割合です。この割合が高いほど、新たなサービ
スの開始や公共施設の建設といった経費に充てる余
裕が少なくなり、財政運営が厳しくなります。
　市が突然の支出に耐えられるのか、新たなサービ
スを展開できる力があるのかを表しています。

◆市の「経常収支比率」
　　前年度から2.4ポイント悪化しました。
◆悪化した原因

　物件費や操出金などによる経常的経費が増加した
ことが主な原因です。

■ 経常収支比率の推移

春日市の家計簿
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ブラかすが歴史散歩
日本遺産　小水城を巡る（無料）

出前トーク「市長と語る」
11月の日程

　ウトグチ瓦窯展示館を見学後、天神山水城跡、
大土居水城跡を徒歩で巡ります。
　小学生以下は保護者が同伴してください。
日時　11月25日㈯
　午前9時30分～正午
集合場所　同展示館
定員　20人（申込多数の場合抽選）
※11月15日㈬に当選者のみに連絡します。
申込方法　11月10日㈮までに市ウェブサイトから

申し込むか、窓口、電話、ファクス、Ｅメールの
いずれかで参加者全員の氏名、電話番号を伝え
る

※参加者本人かその家族が申し込んでください。
※参加者が中学生以下の場合は、申し込み時に知

らせてください。

○地区トーク
　　より良い春日のまちづくりのため、市長が各地

区公民館を訪問し、市民の皆さんと意見を交換し
ます。

　期日・場所
　 ▽11月7日㈫：千歳町地区公民館
　 ▽11月8日㈬：光町地区公民館
　 ▽11月9日㈭：大和町地区公民館
　 ▽11月13日㈪：下白水北地区公民館
　 ▽11月14日㈫：白水ヶ丘地区公民館
　 ▽11月20日㈪：宝町地区公民館
　 ▽11月22日㈬：下白水南地区公民館
　 ▽11月30日㈭：上白水地区公民館
　時間　午後7時～8時30分

○全体トーク
　　各地区で開催している出前トークに参加できな

い人や、全市的な意見のある人を対象に「全体トー
ク」を行います。手話通訳と要約筆記もあります。

　日時　11月12日㈰
　　午後2時30分～4時
　場所　ふれあい文化センター旧館大会議室

申込・問い合わせ先  奴国の丘歴史資料館
☎（501）1144　F（573）1077　  1012752

 nakoku@city.kasuga.fukuoka.jp

問い合わせ先  秘書広報課広報広聴担当
☎（584）1111㈹　F（584）1145　  1006782

功績をたたえて
第36回春日市表彰式

　毎年11月3日｢文化の日｣に、福祉や教育、スポー
ツなどさまざまな分野で、市の発展に寄与した人や
市民の模範となる人などを表彰しています。
　表彰者の功績をたたえるため、ぜひ来場してくだ
さい。
日時　11月3日㈮・㈷
　午前10時～正午（予定）
場所　ふれあい文化センター旧館サンホール
※被表彰者は、10月25日㈬から市ウェブサイトに

掲載します。

問い合わせ先  総務課総務担当
☎（584）1111㈹　F（584）1142　  1007377

一時停止します
証明書コンビニ交付サービス

　春日市役所の停電点検によるシステム停止のた
め、コンビニで証明書の交付ができない時間があり
ます。
日時　10月21日㈯午後５時～22日㈰午前６時30分
停止対象

▽住民票の写しなどの全ての証明書の取得

▽戸籍証明書の利用登録申請
　※本籍が春日市にあり、住所が市外の人が対象

です。

問い合わせ先  市民課受付戸籍担当
☎（584）1111㈹　F（584）1141　  1000848

▲市ウェブサイト
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市ウェブサイトからページ番号で検索

市総合情報メール
令和6年3月で配信を終了します

　市は総合情報メール配信事業として、防犯・防災、
市政、イベントなど、さまざまな分野の情報を配信す
るサービスを行ってきましたが、市L

ラ イ ン

INE公式アカウント
の充実や、それに伴う総合情報メール利用者の減少な
どを踏まえ、総合情報メール事業を廃止することとなり
ました。
　今後も市報、市ウェブサイト、LINEなどで積極的な
情報発信を行っていきます。
廃止時期　令和6年3月31日

○市LINE公式アカウント
　　LINEでは総合情報メールと同様

の情報の受信ができますので、ぜ
ひ友だち登録をお願いします。

○メールでの受信を希望する場合
　　防犯・防災情報は、市以外の機関でもメール配信

を行っていますので、登録を検討してください。い
ずれも、情報を受信したいエリア（市町村）が選択で
きます。

▽防災などの情報　「防災メール・
まもるくん」

　　　県が提供するもので、防災気
象情報や避難情報などを受信で
きます。また、市が配信する徘徊・
行方不明者情報なども受信でき
ます。

　 ▽防犯情報「ふっけい安心メール」
　　　県警察が提供するもので、事

件・不審者情報などを受信でき
ます。

問い合わせ先  秘書広報課広報広聴担当
☎（584）1111㈹　F（584）1145　  1012945

▲市LINE公式ア
カウント

　友だち登録は
こちらから

▲県ウェブサイト
　（防災メール・まもるくん）

▲県警察ウェブサイト
　（ふっけい安心メール）

年金生活者支援給付金
対象者へ請求手続きの案内を送ります

　年金生活者支援給付金は、公的年金などの収入やそ
の他の所得額が一定基準額以下の年金受給者の生活を
支援するため、年金に上乗せして支給されるものです。
　対象者には日本年金機構が9月上旬頃から請求手続
きの案内を送付しています。給付金の受け取りには、
この案内に同封のはがき（年金生活者支援給付金請求
書）による請求が必要です。
　現在受給している人は、改めて請求書を提出する必
要はありません。
案内送付対象者　これまで受給しておらず、令和5年

度から該当になる人
受給要件

▽老齢基礎年金を受給し、次の要件を全て満たす人
　 ▼世帯全員の市町村民税が非課税

　 ▼65歳以上
　 ▼年金収入額とその他所得額の合計が87万8,900円以下

▽障害基礎年金または遺族基礎年金を受給し、前年の
所得額が472万1,000円以下

請求方法　日本年金機構から送付される請求手続きの
案内に同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）
に必要事項を記入し、郵便で日本年金機構へ送る

申請期限　令和6年１月４日㈭
注意事項

▽新たに年金を請求し、該当になる人は、年金請求の
際に併せて手続きしてください。

▽案内送付対象者以外でも、受給要件を満たしていれ
ば、随時請求の手続きを受け付けています。

▽日本年金機構や厚生労働省から電話で口座番号など
を聞くことや、手数料などの金銭を
求めることはありません。不審な電
話や案内には注意してください。

年金

問い合わせ先  

▽年金生活者支援給付金専用ダイヤル（ナビダイヤル）
　  0570（05）4092

▽南福岡年金事務所
☎（552）6112　F（541）7649

▲厚生労働省
　ウェブサイト
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訓練で培った消防技術を披露

第50回春日市消防操法大会

　９月９日、市民の生命や財産を守るため、消防団
の消防技術の向上や士気高揚を目的として、春日
東中学校で市消防操法大会が開催されました。
　団員は日頃から訓練に励み、その成果を披露し
ました。
　ポンプ車の部で、東分団が優勝、北分団が準優
勝し、優勝した東分団は来年行われる筑紫地区消防
操法大会に出場します。

▲開会式に臨む消防団員

弥生の里児童画大賞展関連事業

弥生の里アートワークショップ

　９月10日、ふれあい文化センターで、弥生の里アー
トワークショップが開催されました。
　子どもたちは、のれんの形をした布に、絵の具や
布の端切れなどを使って絵や文字を描き、自由に表
現することの楽しさを感じていました。
　作品は市文化祭（11月３日㈮・㈷～４日㈯）や弥生
の里児童画大賞展の展示会（12月７日㈭～17日㈰）
で披露されます。

▲絵の具やペンなどを使って自由に描く子どもたち

ふるさと納税返礼品

㈱ＪＲ西日本博多総合車両所見学ツアー

　市と包括連携協定を締結している㈱ＪＲ西日本が、
９月２日にふるさと納税の返礼品として「博多総合車
両所見学ツアー」を実施し、県内外から寄付者18人
が参加しました。
　寄付者は、500系特別臨時列車で博多駅から博
多総合車両所間を往復し、普段は非公開の新幹線
運転台やずらりと並ぶ新幹線車両の見学を通して

「新幹線の世界」を満喫しました。

▲運転台で運転士から説明を聞く寄付者

㈱ＪＲ西日本新幹線テクノスから寄贈

伝声器「ささやコール」寄贈式

　９月７日、㈱ＪＲ西日本新幹線テクノスから、自社
開発製品の伝声器「ささやコール」１02個が寄贈さ
れました。
　「ささやコール」は、新幹線の技術力を生かして開
発された小さい声でも聞き取りやすくなる会話補助
具です。牧

ま き は ら

原　弘
ひろし

社長は「窓口業務や市内の福祉施
設などさまざまな場面で高齢者との対話などにご活
用いただきたい」と話しました。

▲左から鰺
あじさか

坂課長、牧原社長、井
いのうえ

上市長、杉
すぎやま

山部長
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恒久平和の実現を目指して

春日市戦没者追悼式

　９月15日、ふれあい文化センターで戦没者追悼
式が開催されました。遺族など約80人が参列し、
全員で黙とうを捧げ献花が行われました。
　市長は「私たち市民は、昭和60年の『非核平和の
都市宣言』にのっとり、戦争の惨禍を絶対に繰り返さ
ないとの決意を新たにし、次世代の人たちに戦争の
悲惨さを教訓として語り継ぎ、恒久平和の実現に、よ
り一層の努力をします」と慰霊の言葉を述べました。

▲式辞を述べる井
いのうえ

上市長（中央）

春日市域における公衆衛生の向上のため

ごみ収集業者と包括連携協定を締結

　９月14日、市は市一般廃棄物収集運搬委託・許
可業者（㈲共栄資源管理センター、㈱クリーン春日、
㈲春日環

か ん せ い

清）と市域における公衆衛生の向上、持続
可能な社会の推進、その他市民サービスの向上な
どを目的とした連携協定を締結しました。
　３者を代表し、㈱クリーン春日の藤

ふ じ わ ら

原健
け ん じ

二代表取
締役は「この協定が市のますますの発展につながる
ことを願っている」と述べました。

▲左から㈲春日環清松
まつお

尾社長、藤原代表取締役、井
いのうえ

上市長、㈲共栄資源管理センター江
えぐち

口社長

歴史に触れよう

第１１回弥生の里かすが奴国の丘フェスタ
　9月２３日、奴国の丘歴史資料館と奴国の丘歴史
公園で「第１１回弥生の里かすが奴国の丘フェスタ」
が開催されました。当日は、約2,560人が来場し、
大いに盛り上がりました。
　勾

ま が た ま

玉作りや土
ど れ い

鈴作り、甕
か め か ん

棺体験などさまざまなイ
ベントが開催され、訪れた人は弥生時代の人々の
生活を体感していました。
　勾玉作りを体験していた姉妹は「この日を楽しみに
していた。歴史が好きで、他にもたくさん体験した
い」とうれしそうに話していました。
　「風の丘コンサート」ではお笑いコンビのレモン
ティーの２人が司会として進行し、会場は終始盛り
上がっていました。また、本フェスタのテーマ曲で
ある「風

ふ う も ん

紋」の作曲者でもある和
わ だ

田名
な お こ

保子さんのオカ
リナ演奏と、海外でも活躍する奄美大島出身の歌
手中

あたり

　孝
こ う す け

介さんの出演で、来場した人たちは、青
空の下、奴国の雰囲気に包まれながら音楽に耳を
傾け、弥生時代に思いをはせていました。

▲大人から子どもまで勾玉作りを体験

▲多くの来場者でにぎわう風の丘コンサート
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情
報
ひ
ろ
ば

☎
電
話
番
号　
F
フ
ァ
ク
ス
番
号　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス　

 

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ペ
ー
ジ
番
号
で
検
索

開
催
し
ま
す

第
21
回
か
す
が
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
iイ
ンn
社
協

　
地
域
住
民
同
士
の
交
流
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

活
動
を
目
的
に
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開

催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
福
祉
施
設
や
団
体
・
企
業
の
協

力
で
新
鮮
な
野
菜
の
販
売
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

の
出
店
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
が
楽

し
め
る
遊
び
の
広
場
も
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
12
日
㈰（
雨
天
決
行
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
昇
町
３
－

１
０
１
）

※
駐
車
場
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉

推
進
課
フ
リ
マ
担
当

☎（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８

ポ
タ
リ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

か
す
が
自
転
車
さ
ん
ぽ
２
０
２
３

　
ポ
タ
リ
ン
グ
と
は
、
散
歩
を
す
る
よ
う
に

自
転
車
で
ゆ
っ
く
り
の
ん
び
り
走
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。
地
域
の
店
や
自
然
、
歴
史
な
ど
、

ま
ち
の
魅
力
を
楽
し
み
な
が
ら
巡
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

対
象　
小
学
４
年
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

（
保
護
者
も
自
転
車
で
参
加
）。

日
時　
11
月
23
日
㈭
・
㈷

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

集
合
場
所　
春
日
公
園
正
面
入
口（
原
町
３

－
１
－
４
）

参
加
費　
５
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

※
参
加
記
念
品（
記
念
バ
ッ
ジ
）を
配
布
し
ま

す
。

定
員　
３
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
11
月
20
日
㈪
ま
で
に
次
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先　
春
日
ポ
タ
リ
ン
グ
実
行
委

員
会　
中な

か
の野

☎
０
９
０（
５
７
４
７
）９
２
７
６

市
民
半
額
観
劇
会

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
』

日
時　

▽
令
和
６
年
１
月
４
日
㈭
：
午
後
５
時
〜

▽
１
月
５
日
㈮
：
正
午
〜

▽
１
月
６
日
㈯
：
正
午
〜
、
午
後
５
時
〜

▽
１
月
７
日
㈰
：
正
午
〜

場
所　
福
岡
サ
ン
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
＆
ホ
ー
ル

（
福
岡
市
博
多
区
築
港
本
町
２
－
１
）

出
演
者　
井い

の
う
え上
芳よ

し
お雄
、
花は

な
ふ
さ總
ま
り
ほ
か

料
金　
Ｓ
席
８
０
０
０
円（
通
常
１
万
６
０

０
０
円
）

※
別
途
取
扱
手
数
料（
１
枚
４
０
０
円
、
２

枚
７
０
０
円
）と
振
替
手
数
料
が
必
要
で

す
。

定
員　
各
回
30
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　
11
月
10
日
㈮（
消
印
有
効
）ま
で

に
は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
講
演
日
時（
１

通
１
公
演
の
み
）、申
込
人
数（
２
人
ま
で
）

を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
（
公
社
）日
本
演
劇

興
行
協
会
市
民
半
額
会
事
務
局（
〒
810
－

８
７
９
９
日
本
郵
便
㈱
福
岡
中
央
郵
便
局

留「
市
民
半
額
会
」）

☎（
７
５
１
）８
２
５
８（
月
〜
金
曜
日（
祝
日

を
除
く
）午
前
10
時
〜
午
後
６
時
）

み
ん
な
で
楽
し
く

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
教
室

対
象　
市
に
居
住
す
る
小
学
４
年
生
以
上
の
人

日
時　
10
月
21
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
正
午（
受
付
：
午
前
９
時
40

分
〜
）

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
屋
外
競
技
場

参
加
費　
１
人
１
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
10
月
15
日
㈰
〜
20
日
㈮
に
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
道
具
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
協
会　
西に

し
じ
ま島

☎（
４
０
２
）４
５
１
１（
F
兼
用
）

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室（
無
料・申
込
不
要
）

　
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
て
、
体

を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。

　
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　
11
月
４
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

内
容

▽
午
前
10
時
〜
正
午

剣
道
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
モ
ル
ッ

ク
、
体
操
、
ラ
ク
ロ
ス
、
ダ
ン
ス
、
テ
ニ

ス
、
グ
ラ
ウ
ン
ド･

ゴ
ル
フ
、
野
球
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー

▽
午
後
１
時
〜
３
時

剣
道
、少
林
拳
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
、
サ
ッ
カ
ー

問
い
合
わ
せ
先　
市
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
実

行
委
員
会
事
務
局（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）

☎（
５
７
１
）３
２
４
７

F（
５
７
１
）３
３
０
５

１
０
１
０
６
７
５

イ
ベ
ン
ト

Event

ス
ポ
ー
ツ

Sports
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情 報 ひ ろ ば

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が
応
じ
ま
す

健
康
相
談
会（
無
料
）

　
健
診
の
結
果
で
気
に
な
る
こ
と
、
健
康
に

関
す
る
不
安
や
心
配
、
健
康
づ
く
り
の
こ
と

な
ど
の
相
談
に
、
個
別
に
応
じ
ま
す
。

　
一
人
一
人
に
合
っ
た
生
活
習
慣
の
改
善
方

法
を
一
緒
に
考
え
、
行
動
に
移
せ
る
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

日
時

▽
午
前
９
時
15
分
〜
11
時
15
分

　
10
月
28
日
㈯
、
11
月
６
日
㈪
、
８
日
㈬
、

17
日
㈮
、
18
日
㈯

▽
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
15
分

　
10
月
26
日
㈭
、
11
月
２
日
㈭
、
13
日
㈪
、

14
日
㈫
、
15
日
㈬

▽
午
後
４
時
45
分
〜
６
時
45
分

　
11
月
15
日
㈬

※
相
談
時
間
は
45
分
程
度
で
す
。

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

申
込
方
法　
希
望
日
の
３
日
前
ま
で
に
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
健
康
づ
く

り
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）１
１
３
５

１
０
０
１
７
８
８

運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り

は
つ
ら
つ
運
動
教
室（
無
料
）

　

自
分
の
体
を
知
っ
て
、
運
動
を
始
め
る

き
っ
か
け
に
し
ま
せ
ん
か
。

　
運
動
習
慣
の
な
い
人
や
、
体
力
に
自
信
が

な
い
人
で
も
取
り
組
み
や
す
い
内
容
で
す
。

　
動
き
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
で
、
要
介

護（
要
支
援
）認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

日
時　
11
月
８
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
上
靴
、
筆
記
用
具
、
飲

み
物

申
込
方
法　
10
月
16
日
㈪
〜
11
月
７
日
㈫
に

窓
口
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
で

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え

る
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
高
齢
者
支

援
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）３
０
９
０

懐
メ
ロ
で
脳
の
活
性
化

リ
ズ
ム
で
介
護
予
防（
無
料
）

　
昔
懐
か
し
い
楽
曲
に
合
わ
せ
て
、
簡
単
な

体
操
や
合
奏
を
行
い
ま
す
。

　
動
き
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
で
、
要
介

護（
要
支
援
）認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

日
時　
11
月
16
日
㈭

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

定
員　
40
人（
新
規
申
込
者
優
先
）

持
っ
て
く
る
も
の　
上
靴
、
筆
記
用
具
、
飲

み
物

申
込
方
法　
10
月
16
日
㈪
〜
23
日
㈪
に
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
む
か
、
窓
口
、

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
高
齢
者
支

援
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）３
０
９
０

１
０
１
２
５
２
５

元
気
で
長
生
き
す
る
方
法
を
学
ぶ

75
歳
か
ら
の
健
康
講
座（
無
料
）

　
口
腔
機
能
が
低
下
し
て
し
ま
う
と
、
食
事

や
会
話
が
困
難
に
な
り
、
生
活
の
質
が
下

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
口
の
健
康
を
維
持
し
、

充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
学
び
ま
せ
ん

か
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
75
歳
以
上
の
人

日
時　
11
月
22
日
㈬

　
午
後
２
時
〜
４
時

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
健
康
指
導
室

内
容　
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
話「
お
口
の

健
康
と
口
腔
体
操
」

定
員　
50
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
飲
み
物

申
込
方
法　
10
月
16
日
㈪
〜
11
月
15
日
㈬
に

窓
口
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
で

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
健
康
づ
く

り
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）１
１
３
５

白
水
大
池
公
園
星
の
館

カ
メ
ラ
講
座（
無
料
）

　
自
分
の
持
っ
て
い
る
カ
メ
ラ
で
星
の
写
真

撮
影
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
か
ミ
ラ
ー

レ
ス
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い
る
人

期
日　
11
月
14
日
〜
12
月
5
日
の
毎
週
火
曜

日（
全
４
回
）

※
で
き
る
だ
け
４
回
全
て
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

時
間　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

場
所　
同
館

定
員　
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

11
月
12
日
㈰
ま
で
に
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
館（
金
〜
日
曜

日
の
午
後
２
時
〜
９
時
）

☎（
９
８
３
）７
７
５
５

F（
９
８
３
）７
７
５
６

info@
hoshinoyakata.com

http://w
w

w
.hoshinoyakata.com

健
康

H
ealth

講
演・講
座

Lecture

・

C
ourse

▲市ウェブサイト
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郷
土
史
研
究
会
主
催

郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ『
歴
史
講
演
会
』

　
春
日
市
と
那
珂
川
市
の
郷
土
史
研
究
会
が

合
同
で
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
地
域
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
楽
し
く
学

び
ま
せ
ん
か
。

日
時　
11
月
23
日
㈭
・
㈷

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
研
修
室

※
駐
車
場
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
で
き

る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
か
、

自
転
車
や
徒
歩
で
来
て
く
だ
さ
い
。

演
題　
「
弥
生
時
代
の
権け

ん

」〜
弥
生
人
は
重
さ

を
ど
う
は
か
っ
た
の
か
〜

講
師　
武た

け
す
え末
純じ

ゅ
ん
い
ち一
さ
ん（
同
資
料
館
名
誉
館
長
）

参
加
費　
２
０
０
円（
資
料
代
）

定
員　
25
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
10
月
20
日
㈮
以
降
に
窓
口
、
電

話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
資
料
館　

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

nakoku@
city.kasuga.fukuoka.jp

春
日
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
研
究
会

参
加
者
と
つ
く
る
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
講
座

　
シ
ニ
ア
世
代
が
生
き
生
き
と
心
豊
か
に
生

き
る
た
め
の
講
座
で
す
。

　
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
内
容
な
ど
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
21
日
、
11
月
25
日
、
12
月
23
日
、

令
和
６
年
１
月
27
日
、
２
月
17
日
、
３
月

23
日
の
各
土
曜
日（
全
６
回
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
40
分

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容

▽
第
１
部
：
生
き
が
い
づ
く
り
講
座（
自
分

史
年
表
づ
く
り
、
ス
マ
ホ
お
悩
み
相
談
、

春
日
よ
か
と
こ
マ
ッ
プ
づ
く
り
、
音
楽
・

映
画・本
の
旅
、
健
康
講
座・健
康
ス
ポ
ー

ツ
体
験
な
ど
）

▽
第
２
部
：
プ
レ
終
活
講
座（
モ
ノ
と
お
金

の
終
活
、
資
産
形
成
と
資
産
活
用（
積
立

Ｎニ

ー

サ

Ｉ
Ｓ
Ａ
な
ど
）、
カ
ラ
ダ
の
終
活
、
供

養
と
終
活
な
ど
）

参
加
費　
１
回
５
０
０
円

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
10
月
19
日
㈭
ま
で
に
電
話
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
参
加
希
望
日
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
春
日
ま
ち
づ
く
り

支
援
セ
ン
タ
ー
・
ぶ
ど
う
の
庭

☎（
５
８
９
）３
３
８
８

F（
５
８
９
）３
３
９
９

info@
budounoniw

a.com

女
性
の
た
め
の
プ
チ
起
業
塾（
無
料
）

今
ド
キ
の
投
稿
作
成
セ
ミ
ナ
ー
＆
ワ
ー
ク

　
集
客
に
必
要
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
の
知
識
を
学

び
な
が
ら
、
同
じ
夢
や
悩
み
を
持
つ
仲
間
と

出
会
え
る
人
脈
づ
く
り
の
場
と
し
て
、
ぜ
ひ

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
講
座
の
み
を
受
講
し
た
い
人
向
け
の
オ
ン

ラ
イ
ン
同
時
配
信
も
あ
り
ま
す
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
生
後
５
カ
月
〜
５
歳
、

１
人
３
０
０
円
、
先
着
４
人
、
11
月
６
日

㈪
ま
で
に
要
申
込
）。

対
象　
起
業
検
討
中
ま
た
は
起
業
初
期
の
女
性

日
時　
11
月
15
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分（
う
ち
交
流

会
50
分
）

場
所　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん

内
容　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
リ
ー
ル
で
よ
く
見

か
け
る
今
ド
キ
の
投
稿
作
成
セ
ミ
ナ
ー
＆

ワ
ー
ク

定
員　
15
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
投
稿
可
能
な
写
真
デ
ー

タ（
７
カ
ッ
ト
）

申
込
方
法　
11
月
14
日
㈫
正
午
ま
で
に
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー
じ
ょ

な
さ
ん

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

１
０
１
２
１
９
６

子
育
て
中
の
女
性
の
た
め
の

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

　
子
育
て
と
仕
事
を
両
立
す
る
た
め
に
必
要

な
条
件
整
理
や
応
募
書
類
の
書
き
方
な
ど
を

子
育
て
就
職
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
福
岡
南
）か
ら
学
び
ま
す
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
生
後
５
カ
月
〜
５
歳
、

１
人
３
０
０
円
、
先
着
８
人
、
11
月
７
日

㈫
ま
で
に
要
申
込
）。

日
時　
11
月
17
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん

定
員　
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
11
月
16
日
㈭
正
午
ま
で
に
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー
じ
ょ

な
さ
ん

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

１
０
１
２
７
３
５

令
和
５
年
度
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
・
家
族
交
流
会

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　
講
話
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。

対
象　
Ａ
Ｌ
Ｓ（
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
）療

養
中
の
人
や
そ
の
家
族

日
時　
11
月
17
日
㈮

　
午
後
２
時
〜
３
時
40
分

場
所　
県
筑
紫
総
合
庁
舎
２
階
大
会
議
室

（
大
野
城
市
白
木
原
３
－
５
－
25
）

内
容

▽
講
話
：
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
生
活
の
工
夫
と
自
分
で

で
き
る
災
害
対
策（
50
分
）

▽
交
流
会
：
日
頃
の
思
い
の
共
有
や
情
報
交

換
な
ど（
40
分
）

定
員　
20
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
11
月
８
日
㈬
ま
で
に
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
事
務
所
健
康
増

進
係

☎（
５
１
３
）５
５
８
３

F（
５
１
３
）５
５
９
８

▲市ウェブサイト
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情 報 ひ ろ ば

市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

福
祉
大
会（
無
料
・
申
込
不
要
）

　
表
彰
式
の
後
、
各
地
区
代
表
者
に
よ
る
演

芸
大
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　
11
月
10
日
㈮

▽
表
彰
式
：
午
後
１
時
〜

▽
演
芸
大
会
：
午
後
２
時
〜
４
時（
予
定
）

※
演
芸
大
会
は
、
入
退
場
は
自
由
で
す
。

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館
ス
プ

リ
ン
グ
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先　
同
連
合
会　
後ご

と
う藤

☎（
５
０
１
）０
０
５
３（
F
兼
用
）

ス
キ
マ
時
間
を
生
か
し
て
活
動
し
ま
せ
ん
か

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座（
無
料
）

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
公
共
交
通
機

関
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
対
し
、

気
軽
に
外
出
で
き
る
よ
う
福
祉
車
両
で
外
出

支
援
を
行
う
住
民
参
加
型
移
送
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
、
学
び
・

体
験
で
き
る
講
座
で
す
。

日
時　
11
月
８
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

（
昇
町
３
－
１
０
１
）

内
容

▽
講
義
：「
住
民
参
加
型
移
送
サ
ー
ビ
ス
」に

つ
い
て

▽
体
験
：
車
椅
子
、
福
祉
車
両（
安
全
運
転

管
理
協
議
会
協
力
）

申
込
方
法　

10
月
31
日
㈫
ま
で
に
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
協
議
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
５
０
１
）１
１
３
６

F（
５
８
１
）７
２
５
８

kasuga-volo@
aioros.ocn.ne.jp

親
子
で
交
流
し
ま
せ
ん
か

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん（
無
料
）

対
象　
市
に
居
住
す
る
生
後
２
〜
６
カ
月

（
令
和
５
年
５
〜
８
月
生
ま
れ
）の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者

※
初
め
て
参
加
す
る
子
ど
も
が
対
象
で
す
。

き
ょ
う
だ
い
児
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん

（
託
児
な
し
）。

日
時　
11
月
７
日
㈫
、
８
日
㈬

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
50
分

場
所　
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー

内
容　
タ
ッ
チ
ケ
ア
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
絵

本
の
紹
介
、
子
育
て
情
報
の
紹
介
、
交
流

会
、
身
体
測
定
、
子
育
て
支
援
員
に
よ
る

相
談
な
ど

定
員　
各
８
組（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス

タ
オ
ル

申
込
方
法　
10
月
17
日
㈫
〜
31
日
㈫
に
電
話

（
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
）、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
居
住
地
区
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
子
ど
も
の
名
前
・
生
年

月
日
、
参
加
希
望
日
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

☎（
５
７
３
）２
４
３
１

F（
５
８
４
）７
７
３
９

sugujidocenter@
fcoop.or.jp

料
理
が
苦
手
な
人
も
大
歓
迎

離
乳
食
教
室

　
離
乳
食
の
作
り
方
や
進
め
方
に
つ
い
て
、

月
齢
の
近
い
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
同
士
、

一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

対
象　
お
お
む
ね
生
後
５
〜
８
カ
月
児
の
保
護
者

日
時　
11
月
６
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時（
受
付
：
午
後
１

時
15
分
〜
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
多
目
的
室
１

内
容　
離
乳
食
の
進
め
方
の
講
義
、
試
食

参
加
費　
２
０
０
円

定
員　
12
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
バ
ス
タ
オ
ル（
子
連
れ
の
場
合
）、

飲
み
物

申
込
方
法　
10
月
19
日
㈭
〜
27
日
㈮
に
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
健
康
づ
く

り
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）１
１
３
５

１
０
０
９
５
６
８

フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が

お
ね
が
い
会
員
説
明
会（
無
料
）

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）か
す
が
と
は
、
子
育
て
の
手

伝
い
を
し
て
ほ
し
い
人（
お
ね
が
い
会
員
）と

子
育
て
の
手
伝
い
を
し
た
い
人（
ま
か
せ
て

会
員
）が
、
会
員
登
録
を
し
、
相
互
に
援
助

活
動
を
行
う
会
員
組
織
で
す
。

　
子
育
て
中
の「
困
っ
た
」を
、
ま
か
せ
て
会

員
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
登
録
し
ま
せ

ん
か
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
生
後
３
カ
月
以
上
、

無
料
、
先
着
10
人
程
度
、
要
申
込
）。

※
子
ど
も
の
同
席
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　
11
月
13
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
健
康
指
導
室

定
員　
20
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
証
明
写
真（
縦
３
㎝
、

横
２
．
４
㎝
）２
枚
、
筆
記
用
具

申
込
方
法　
10
月
16
日
㈪
〜
11
月
２
日
㈭
に

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
託
児
の

有
無（
有
の
と
き
は
、
子
ど
も
の
名
前
、

生
年
月
日
）を
伝
え
る

※
チ
ラ
シ
は
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
、
ふ
れ
あ

い
文
化
セ
ン
タ
ー
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、

児
童
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す

が
事
務
局

☎（
５
８
４
）７
７
０
０　

F（
５
０
１
）０
０
５
１　

fam
isapo@

city.kasuga.fukuoka.jp

１
０
１
２
０
９
７

福
祉

W
elfare

子
育
て

C
hild 

R
earing

▲市ウェブサイト
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家
族
で
考
え
る
ス
マ
ホ
時
代
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

子
育
て
講
演
会（
無
料
）

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
の
情
報

を
適
切
に
読
み
取
り
、
選
択
し
活
用
す
る
た

め
の「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
」に
つ
い
て
学
び
ま

す
。
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
生
後
５
カ
月
〜
就
園

前
、
１
人
３
０
０
円
、
先
着
10
人
程
度
、

11
月
14
日
㈫
ま
で
に
要
申
込
）。

日
時　
11
月
21
日
㈫

　
午
前
10
時
〜
正
午 (

受
付
：
午
前
９
時
30

分
〜)

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
サ
ン

ホ
ー
ル

定
員　
１
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
11
月
17
日
㈮
ま
で
に
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
教
育
課
地
域

教
育
担
当

☎（
９
８
１
）０
１
０
１

F（
５
８
４
）１
１
５
３

syakai@
city.kasuga.fukuoka.jp

１
０
１
１
９
４
１

家
庭
で
簡
単
生
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習
会
入
門
編（
無
料
）

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
は
、
毎
日
５
０

０
グ
ラ
ム
の
生
ご
み
を
３
カ
月
間
処
理
で
き

る
優
れ
も
の
で
す
。
完
成
し
た
堆
肥
を
使
え

ば
、
栄
養
た
っ
ぷ
り
の
お
い
し
い
野
菜
作
り

が
で
き
ま
す
。

　
ご
み
を
削
減
し
な
が
ら
、
自
宅
で
エ
コ
ラ

イ
フ
を
実
践
し
ま
せ
ん
か
。

※
講
習
会
受
講
後
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
用
具
の
購
入
費
補
助
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

日
時　
11
月
14
日
㈫

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
市
役
所
４
０
５
・
４
０
６
会
議
室

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具

申
込
方
法　
11
月
６
日
㈪
ま
で
に
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
む

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
な
い
場
合
は
電

話
で
申
し
込
め
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご
み
減
量

担
当

☎（
５
８
４
）１
１
５
７

F（
５
８
４
）１
１
４
７

gom
igen@

city.kasuga.fukuoka.jp

１
０
１
２
５
１
１

令
和
５
年
度

自
衛
官
採
用
試
験

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

○
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　
対
象　
15
〜
16
歳
の
男
子（
令
和
６
年
４

月
１
日
時
点
）

　
期
日　
令
和
６
年
１
月
13
日
㈯
ま
た
は
14

日
㈰

　
申
込
期
限　
令
和
６
年
１
月
５
日
㈮

○
第
３
回
自
衛
官
候
補
生

　
対
象　
18
〜
32
歳
の
人

　
期
日（
２
日
間
）

　
▽
ウ
ェ
ブ
試
験

　
　
11
月
12
日
㈰
〜
14
日
㈫
の
う
ち
指
定
す

る
１
日

　
▽
口
述･

身
体
検
査

　
　
11
月
17
日
㈮
〜
20
日
㈪
の
う
ち
指
定
す

る
１
日

　
申
込
期
限　
11
月
６
日
㈪

問
い
合
わ
せ
先　
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本

部
福
岡
地
区
隊
春
日
分
駐
所

☎（
５
９
１
）７
４
５
０

F（
５
９
１
）７
４
５
１

https

：//www.m
od.go.jp/pco/fukuoka/

公
正
証
書
に
よ
る
遺
言
や
契
約
な
ど

土
曜
日
の
無
料
公
証
相
談

日
時　
10
月
21
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
催
予
定
で
す
。
月

〜
金
曜
日
も
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

場
所　
筑
紫
公
証
役
場（
太
宰
府
市
都
府
楼

南
５
－
５
－
13
）

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
役
場

☎（
９
２
５
）９
７
５
５

F（
９
２
５
）２
０
１
０

法
務
局
＆
司
法
書
士
会
に
よ
る

相
談
セ
ミ
ナ
ー
・
無
料
相
談
会

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
義
務
化
さ
れ
る
不
動

産
の
相
続
登
記
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
や
、

相
続
・
遺
言
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　
11
月
18
日
㈯

▽
法
務
局
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

　
時
間　
午
後
１
時
〜
１
時
30
分

　
定
員　
50
人（
予
約
優
先
）

▽
司
法
書
士
会
に
よ
る
相
談
会

　
時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
定
員　
25
組（
申
込
先
着
順
）

　
※
相
談
時
間
は
１
組
30
分
で
す
。

場
所　
福
岡
法
務
局（
福
岡
市
中
央
区
舞
鶴

３
－
５
－
25
）

申
込
方
法　
11
月
１
日
㈬
〜
17
日
㈮
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
局
民
事
行
政
調

査
官
室

☎（
７
２
１
）９
３
８
３

▲市ウェブサイト

環
境

Environm
ent

相
談

C
onsultation

試
験

Test

▲市ウェブサイト
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情 報 ひ ろ ば

　
令
和
５
年
度
出
前
ト
ー
ク「
市
長
と
語
る
」

の
意
見
の
一
部
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の
回

答
を
紹
介
し
ま
す
。

意
見　
朝
、
渋
滞
を
回
避
す
る
た
め
の
抜
け

道
と
し
て
、
住
宅
地
内
を
多
く
の
車
が
通

行
し
て
い
る
。

　
　
通
学
路
に
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

狭
い
道
を
速
度
を
上
げ
て
走
行
し
て
お
り

危
険
で
あ
る
。
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

（
岡
本
地
区
）

市
の
回
答　
歩
行
者
の
安
全
性
を
高
め
る
た

め
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
や
路
面
標

示
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
時
速
30
㎞

ま
で
の
速
度
制
限
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
春
日
警
察
署
の
担
当
者
に
相
談
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
な
お
、
一
方
通
行
な
ど
と
す
る
に
は
、

周
辺
住
民
の
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
同
意
が
必

要
と
な
り
、
難
し
い
状
況
で
す
。

　
　
ま
た
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
県
道
31

号
線
の
渋
滞
が
影
響
し
て
い
る
た
め
、
抜

本
的
な
解
決
に
は
、
都
市
計
画
道
路
長
浜

太
宰
府
線
の
早
期
完
成
が
重
要
で
す
。
道

路
の
完
成
ま
で
は
時
間
が
か
か
る
見
込
み

で
す
が
、
市
と
し
て
も
早
期
の
供
用
開
始

に
向
け
て
県
に
要
望
を
続
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
担

当
☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
５

１
０
０
２
５
１
３

乗
る
な
ら
確
認

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
加
入
を
忘
れ
ず
に

　
令
和
４
年
の
事
故
発
生
件
数
は
約
30
万
件
、

死
傷
者
数
は
36
万
人
と
、
国
民
の
誰
も
が
交

通
事
故
の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
得

る
極
め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
全
て
の
車
・
バ

イ
ク
な
ど
１
台
ご
と
に
加
入
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
、
加
害
者
の
賠
償
責
任
を
担
保
す

る
こ
と
で
、
被
害
者
の
基
本
的
な
賠
償
を
保

証
す
る
制
度
で
あ
り
、
被
害
者
の
救
済
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
、
よ
り
一
層
自
賠
責
制
度
の

役
割
や
重
要
性
、
保
険
金
・
共
済
金
の
支
払

い
の
仕
組
み
な
ど
を
十
分
に
理
解
・
認
識
す

る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

○
自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
の
運
行
は
法

　
令
違
反

　
　
自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
運
行
す
る

こ
と
は
法
令
違
反
と
な
り
ま
す
の
で
忘
れ

ず
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
国
土
交
通
省
九
州
運
輸
局

福
岡
運
輸
支
局
輸
送
部

☎（
６
７
３
）１
１
９
１（
自
動
音
声
案
内
②
）

か
す
が
く
ん
・
あ
す
か
ち
ゃ
ん

着
ぐ
る
み
の
貸
し
出
し（
無
料
）

　
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
盛
り
上
げ
役
と

し
て「
か
す
が
く
ん
・
あ
す
か
ち
ゃ
ん
」を
登

場
さ
せ
ま
せ
ん
か
。

　
申
込
方
法
や
着
ぐ
る
み
の
着
用
条
件
な
ど
、

詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
て
く
だ
さ

い
。

貸
出
対
象　
５
人
以
上
の
団
体
が
開
催
す
る

市
民
に
開
か
れ
た
次
の
い
ず
れ
か
の
行
事

▽
市
が
共
催
、
後
援
を
す
る
行
事

▽
市
が
構
成
団
体
ま
た
は
事
務
局
と
な
っ
て

い
る
団
体
が
開
催
す
る
行
事

▽
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
開
催
す
る
行

事
▽
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
、
市
に
拠
点
を
置

く
公
共
的
団
体
が
開
催
す
る
行
事

※
市
内
で
開
催
す
る
行
事
を
優
先
し
ま
す
。

貸
出
期
間　
必
要
と
す
る
最
小
限
の
期
間

（
受
取
・
返
却
期
間
を
含
む
最
長
７
日
間

以
内
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
秘
書
広
報
課
広
報

広
聴
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
５

１
０
０
２
１
８
２

問い合わせ先　安全安心課危機管理担当
☎（584）1111㈹　F（584）1143　 1011854

　「119番」の語呂合わせで制定された「119番の日」
の11月9日から1週間は、火災の発生を防止すること
を目的とした、火災予防運動期間です。
　これからの季節は、空気が乾燥し火災が発生しやす
くなります。火災の中でも、特に住宅火災の件数が多
いので、日頃から火災予防の対策に取り組みましょう。

11月9日～15日は「秋の火災予防運動」期間

そ
の
他

O
thers

▲市マスコットキャラクター
　かすがくん　あすかちゃん

4つの習慣

寝たばこは
絶対しない、させない

ストーブの周りに
燃えやすいものを

置かない

こんろを使うときは
火のそばを離れない

コンセントは
ほこりを清掃し、

不必要なプラグは抜く
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問い合わせ先　文化財課整備活用担当　☎（５０１）１１4４　F（５73）１077

vol.4

大土居水城跡の整
備

　毎日朝ごはんを食べていますか。朝ごはんは午前中の勉強や仕事の集中力を上げて、一
日を元気に過ごすための目覚めのスイッチになる大切な役割があります。寝る時間が遅くなる
と、目覚めが悪く、朝ごはんを抜いてしまいがちです。生活リズムを整えて、朝ごはんを食
べる時間を作りましょう。

ひとコマひとコマ
vol.22

朝ごはんにおすすめ

ライスピザ

エネルギー（１人当たり）：536kcal
塩分：2.4ｇ

▲市ウェブサイト

　
７
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
は
激
動
の

時
代
で
、
隋ず

い

が
滅
亡
し
唐と

う

王
朝
が

成
立
す
る
中
、
朝
鮮
半
島
の
高こ

う
く句

麗り

、
百く

だ
ら済
、
新し

ら
ぎ羅
も
影
響
を
受
け

国
際
情
勢
は
不
安
定
に
な
り
ま
し

た
。
倭わ

（
当
時
の
日
本
）は
友
好
国

で
あ
っ
た
百
済
を
救
援
す
る
た
め

援
軍
を
派
遣
し
ま
す
が
、
６
６
３

年
に
白は

く
す
き
の
え

村
江
の
戦
い
で
大
敗
し
ま

す
。

　
水
城
跡
は
唐
・
新
羅
の
侵
攻
に

備
え
て
造
ら
れ
ま
し
た
。『
日
本

書
紀
』に
は「
天
智
三（
６
６
４
）年
、

筑
紫
に
大
堤
を
築
き
水
を
貯
え
し

む
、
名
づ
け
て
水
城
と
い
う
」と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
城
跡
は
土

塁
と
濠
か
ら
な
る
防
衛
施
設
だ
と

分
か
り
ま
す
。

　
市
内
に
は
、
水
城
大
堤
に
連
な

る
古
代
の
防
衛
線
の
西
北
隅
に
大

土
居
水
城
跡
と
天
神
山
水
城
跡
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
日
本
遺
産

に
な
っ
て
お
り
、
距
離
は
４
０
０

ｍ
と
近
く
、
互
い
に
よ
く
見
通
せ

ま
す
。

　
大
土
居
水
城
跡
は
、
発
掘
調
査

で
古
代
の
高
度
な
土
木
や
建
築
技

術
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
土
塁
は
２
段

築
成
で
東
西
の
長
さ
１
１
０
ｍ
、　

幅
約
40
ｍ
、
高
さ
は
約
８
ｍ
で
す
。

土
塁
は
質
が
異
な
る
土
を
厚
さ
数

十
㎝
の
単
位
で
山
な
り
に
締
め
固

め
ま
す
。
積
み
土
の
一
部
に
は
突

き
棒
に
よ
る
痕
跡
も
あ
り
、
古
代

の
土
木
技
術
で
あ
る
版は

ん
ち
く築
技
法
を

示
し
て
い
ま
す
。
積
み
土
は
内
側

（
大
宰
府
側
）に
低
く
傾
斜
す
る
な

ど
、
水
城
大
堤
と
一
連
の
構
造
物

で
す
。
基
盤
の
土
塁
か
ら
は
木も

く
ひ樋

（
木
製
の
導
水
管
）が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
底
板
の
下
に
は
沈
下
を

防
ぐ
枕
木
を
配
置
し
ま
す
。
底
板

と
側
板
は
木
材
を
組
み
合
わ
せ
て

固
定
し
、
そ
の
間
は
水
漏
れ
を
防

ぐ
た
め
、
マ
キ
ハ
ダ
と
よ
ば
れ
る

樹
皮
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
木

樋
の
近
く
か
ら
は
現
地
で
細
か
く

調
整
し
た
時
の
木
く
ず
が
出
て
い

ま
す
。
取
水
部
に
は
直
径
約
60
㎝

の
柱
が
あ
り
、
取
水
の
た
め
の
装

置
の
一
部
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
大
土
居
水
城
跡
は
、
見
学
者
が

本
来
の
土
塁
の
形
が
安
全
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
10
月
下
旬
か
ら
整
備

工
事
を
始
め
ま
す
。

　
文
化
財
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

す
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
５
Ｋ

（
環
境
、
観
光
、
健
康
、
教
育
、
共

感
）で
す
。
こ
の
壮
大
な
歴
史
遺

産
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

問い合わせ先　健康課健康づくり担当
☎（５０１）１１３４　F（５０１）１１３５　 1006258

市ウェブサイトに
も掲載していま
す。

① ピーマンは種を取り、輪切りにする
② ◆を容器に入れて混ぜる
③ ラップに②を包み、軽くつぶすようにしながら丸く成形する
④ フライパンにサラダ油を熱し、③を中火で3～4分焼く。うっすらと焦げ

目がついたら、裏返して火を止める
⑤ 表面にケチャップを塗り、★のトッピングをのせて、再び火をつけ、3

～4分チーズが溶けるまでふたをして蒸し焼きにする

作り⽅
● ◆ごはん：300ｇ
● ◆片栗粉：大さじ1
● サラダ油：適量
● ケチャップ：大さじ4～5
● トッピング
　 ★ツナ：小1缶
　 ★コーン：1/2缶
　 ★ピーマン：1個
　 ★ピザ用チーズ：60ｇ

材料（2人分）

武武
たけすえたけすえ

末末純純
じゅんいちじゅんいち

一一 名誉館長 名誉館長
（福岡大学名誉教授）（福岡大学名誉教授）

▲木樋取水部の出土状況

▲大土居水城跡整備イメージ図
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※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

さ
ん
ぽ
み
ち

 相 談 窓 口 ※いずれも無料です。また、日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。

高齢者の介護や福祉 ※祝日、年末年始は除きます。
●市北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
●市南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069
●市東地域包括支援センター　☎（404）0310　F（404）0225

月～金曜日：午前8時30分～午後５時、土曜日：午前8時30分～午後
0時30分
人　権

●定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201（面談相談のみ）
第1火曜日（6月を除く）：午前10時～午後３時/市役所市民相談室

（予約不要）
●福岡法務局人権相談　☎（922）2881

月～金曜日：午前8時30分～午後５時15分/福岡法務局筑紫支局
法律・生活・行政など ※祝日、年末年始は除きます。

●市無料法律相談　☎（584）1148（予約受付のみ）
第3水曜日：午前10時～午後４時/市役所市民相談室

（第1水曜日午前9時以降の平日に電話予約、先着15人）
●市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）

月～金曜日：午前10時～午後0時15分、午後1時～４時/じょなさん
●市生活困窮者自立相談支援窓口くらしサポート「よりそい」
　☎（515）2098  F（581）7258

月～金曜日（土・日曜日は要相談）：午前８時30分～午後５時/市社
会福祉センター

●定例行政相談　☎（584）1111㈹（面談相談のみ）
第4火曜日：午前10時～午後３時/市役所市民相談室（予約不要）

妊娠出産・子育て・子どもの悩み、児童福祉 ※祝日、年末年始は除きます。
●市子ども・子育て相談センター　☎（584）1015　F（501）0051

月～金曜日：午前8時30分～午後５時/いきいきプラザ1階
●市子ども発達支援室　☎（588）5150　F（501）0051

月～金曜日：午前8時30分～午後５時/いきいきプラザ1階
●児童虐待相談　児童相談所全国共通:189（いちはやく）
●県福岡児童相談所　☎（586）0023

月～金曜日：午前8時30分～午後５時15分/電話相談は24時間受付
●養育費に関する電話相談　☎（584）3931

月～金曜日：午前9時～午後5時、土曜日および第1・3日曜日：午前
9時～午後4時/ひとり親サポートセンター春日センター
暴力・DV・セクハラの相談 ※祝日、年末年始は除きます。

●市男女共同参画センター　☎（584）1202
月～金曜日：午前8時30分～午後５時/じょなさん

●ちくし女性ホットライン　☎（513）7335
月・水～金曜日：正午～午後７時、土曜日：午前10時～午後５時
障がいに関する相談

●市障がい者基幹相談支援センター　☎（584）1111㈹　F（584）1154
月～金曜日：午前8時30分～午後５時 ※緊急時は時間外も対応します。
不安・悩みごと

●心配ごと相談（暮らしの問題や悩み）　☎（581）7225
水曜日：午後１時～４時/市社会福祉センター

●福岡いのちの電話　☎（741）4343　※24時間受付、匿名可です。
インターネット相談（ http://www.inochinodenwa-net.jp)
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真ちゃん（1歳）
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原 怜
れ い じ

司ちゃん（２歳）

伊
い と う

藤 ゆきはちゃん（1歳）

松
ま つ お

尾 脩
しゅうき

希ちゃん（２歳）

後
ご と う

藤 大
ひ ろ き

希ちゃん（1歳）

安
やすまつ

松 歩
ほ ま れ

希ちゃん（１歳）

木
き や ま

山 洸
こう

ちゃん（３歳） 堤
つつみ

 光
ひ か り

莉ちゃん（１歳） 土
は じ

師 玲
れ お ん

音ちゃん（１歳）

10月

写真の裏に赤ちゃんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、電話番号を書
いて郵送するか、Eメールで送ってください。Eメールはタイトルを「お誕
生日おめでとう」に、写真ファイル名は赤ちゃんの名前にしてください。
11月15日㈬（必着）までの到着分から抽選（応募多数の場合）で決定します。

【送り先】市報かすが「お誕生日おめでとう」係（〒816ｰ8501春日市役所）
koho@city.kasuga.fukuoka.jp　※写真は返却できません。

12月生まれの赤ちゃん募集（3歳まで）

19 市報かすが
令和5年10月15日
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春日市ブランドイメージ春日市ブランドイメージ

春はスタートの季節です。春は新しいことが始まる季節です。
その「春」の「日」のまちだから、期待でワクワクするようなまちになろう。
良いまちは、誰かがつくってくれるものではなく、市民がつくっていくものです。
市民と行政が一つのチームになって、みんなで新しい春をつくる。
「春」とは、みんなに新しいこと、みんなが助かること、みんなが喜ぶこと。
暮らしが笑顔になる春を、どんどんつくっていく。
みんなで春をつくるから、ずっと住みたいまちになる。
みんなで春をつくろう。これからの春日市です。

ブランドイメージ
とは

　春日市の「協働」、「交流」、「コミュニティ」などに対する市民の思いや、まちづくりの方向
性をもとに、市の良さを一言で表現したものです。
　平成29年度に市民ワークショップでブランドイメージ「みんなで春をつくろう」が決定し、
ロゴデザインは全国公募し、市民投票で決定しました。

接種場所
○個別医療機関での接種（個別接種）
　　実施日など、各医療機関により異なります。詳しくは接種券同封の案内か市ウェブサイトを見てく

ださい。
予約方法　直接医療機関に予約する
○集団接種会場での接種（集団接種）
　　集団接種は11月末で終了予定です。希望する人は早めに予約してください。
実施日時

▽火・木・金曜日：午後2時〜5時３０分

▽土・日曜日：午前１０時〜午後5時（午後1時〜2時を除く）
※実施日は会場の都合により、変更となる場合があります。詳しくは予約の際に確認してください。
会場

▽総合スポーツセンター１階会議室

▽いきいきプラザ２階
予約方法　市LINE公式アカウントか市コールセンターから予約する

新型コロナワクチン令和５年秋開始接種（無料）
対象者
　初回接種（1･2回目接種）を終えた人で、前回接種から３カ月が経過した人
　※11歳以下の人は、１２歳以上の人と使用するワクチンなどが異なります。詳しくは接種券同封の案内を見てください。
　※接種券は前回接種日の早い順に、10月下旬までに順次発送します。

▲１２歳以上の
　個別接種実施

医療機関

問い合わせ先　健康課健康づくり担当　☎（５01）１１34　F（５01）１１35　 １００8753

☎（558）9988
受付時間

▽月～金曜日（祝日を除く）：午前9時～午後6時

▽土・日曜日、祝日：午前9時～午後5時
※受付曜日および時間は今後縮小する場合があります。

電話で予約する※集団接種が対象です。
（市コールセンター）

　LINEアプリ（無料）は、「A
ア ッ プ

pp 
S
ス ト ア

tore」または「G
グ ー グ ル

oogle P
プ レ イ

lay
ストア」からインストールしてく
ださい。

▲市LINE公式アカウント

L
ラ イ ン

INEで予約する
※集団接種が対象です。

　無料で接種できる期間は、令和６年３月末で終了予定です（令和５年１２月から令和６年３月末までに延長）。


